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Q.ボランティアを始めたきっかけは？ 
【小池さん】10年程前に風の村の入居者に麻雀と囲碁のボラ 

ンティアをしていたところ、麻雀教室を立ち上げ 

るとのことで、声を掛けられました。 

【中町さん】自分の好きな事で役に立ち喜んでもらいたいと 

思い参加しました。 

【中尾さん】最初はこちらの教室にお弁当持ちで丸一日麻雀 

をしていましたが、声を掛けられボランティアに 

登録しました。 

 

 

▲左から 中町さん、中尾さん、小池さんです 

だれもが自分らしく 

安心して暮らせる 

地域協同社会づくりに 

貢献します 

ボ 

各センターで人材大募集！   

あなたの魅力をお貸しください｡  
 

 

 

【八街センター】 Tel 043-440-0181 

買い物バス          運転手 

風の杜ひろば         草取 

子育てサロン             運営スタッフ 

外国人との交流           運営スタッフ 

ケアメンレンジャー(男性介護者のつどい)    

                     運営スタッフ 

喫茶アルルカン・風のロッジ       

活動グループ 

【柏センター】 Tel 04-7170-0939 

街の縁側よってって      運営スタッフ 

高齢者施設のために    誕生日カードづくり 

生活支援サービス      ケア者 

【千葉センター】 Tel 043-290-8017 

地域食堂              調理や運営スタッフ 

麻雀教室               インストラクター、運営補助  

放課後の居場所       運営スタッフ 

生活支援サービス       ケア者 

     各センターにお問い合わせください 

柏センター 地域交流あみぃこ健康麻雀教室 

安心・安全で楽しい教室の運営に欠かせない“サポーター” 
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それぞれの形で社会参加している「人」をクローズアップしていきます 

Q.続けていて楽しいことは？ 
【小池さん】外に出ておしゃべりするのは楽しいし、自分の 

認知症予防にもなるしね! 

【中町さん】麻雀に来ている方とスポーツクラブでばったり 

会うこともあり、地域の人の輪が広がりました。 

【中尾さん】皆さんとおしゃべりして友だちができ、旅行に 

も一緒に行っちゃいました!  
 

★みなさん口をそろえて… 

「麻雀牌を触ったこともない方が上達して楽しんで 

くれるのが、何より一番嬉しいです!」 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

◂「お金をかけない！」 

「タバコを吸わない！」 

「お酒を飲まない１」 

指先と思考力を使って 

麻雀を楽しみます。 

2012年から始まった麻雀教室のボランティアスタッフ３人に 

お話を伺いました。３人は、麻雀指南はもちろん、 

教室の準備・受付・消毒まで手際よくこなし、 

参加者のレベルにも配慮した組合せを作り… 

皆が安心して楽しめる場を作っています。 

 

ボ 

2019年度の 10周年を経て、新名称で気持ちも新たにスタート！ 

一方、コロナ禍に翻弄された年となりました。手作りの感染対策、 

内容や方法で大きく見直しての運営…そんな中でも、地域の人々や 

連携先と「つなぎ・つながった」1年でした。 

 

２０２１年度も、よろしくお願いします！ 
Facebook・Instagram 

「イイね」で見る 
 

2020年度の人気投稿 

６選 

 

特定非営利活動法人（認定ＮＰＯ法人） 

コミュニティケア街ねっと 
 

【発行責任者：岩上 章子】 
 

 

お知らせ 

◆イオンの「黄色いレシートキャンペーン」（稲毛店）で２０２０年 

度は 17,400円の寄付を頂きました。ご協力いただいた方に 

は感謝申し上げます。今年度もよろしくお願いいたします。 

◆高齢者施設入居者のための誕生日カード作りボランティア 

を募集しています！パステル画、折り紙、ちぎり絵など、あな 

たの得意を生かしてください。表紙記事参照｡(柏センター) 

◆会費は銀行口座引落しがご利用できます。お問い合わせくだ 

さい。 
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場 仕 参 ボ ボランティア     参加者    仕事    場所利用 

６/10 Withコロナ対策あれこれ 
本部では、訪問者や働くスタッフをコロ
ナから守るための対策を講じています。 
 
★消毒や飛沫防止など、今ではすっかり
日常の光景となりました。 

10/16フードパントリー開催 
晴れ女スタッフのお陰で雨も降らず、用意

した 40袋全て配布しました！ 
 
★7月から月 1回、風のロッジでは、寄付な 
どの食材を袋に分けて手渡しています。 
元気な顔に出会ってホッとしました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんの地域づくり活動を 支えます！応援します！ 

 

街ねっとの事業紹介 

安心システム 

街の縁側推進室 

現在、生活クラブ風の村の複合施設８拠点※で安心システ

ムの活動が展開されています。また、街の縁側は８か所に

なり、ともにそれぞれの地域性やニーズに応じた活動が豊

かに展開されています。今後、より充実した活動にするた

めには効果的な運営や地域の方の登場、活躍が必要で

す。それに取り組む安心システム・街の縁側の後方支援と

して、2020年度に「推進室」が設置されました。 
 

※ 流山市・千葉市稲毛区園生・船橋市・千葉市稲毛区作草部 

柏市・佐倉市・八街市・市川市  

 

▲認知症カフェ（流山） 

サロン 

子ども食堂・地域食堂 

相談  企画・講座 

子育てイベント 

教育支援 

認知症カフェ  

ケアラー支援 

コミュニティカフェ 

生活支援サービス   

買い物バス 

   

総合相談 

10 の基本ケア 

地域密着型サービス 

生活支援サービス 

 在宅支援 

医療介護連携 

施設、住まい 

 

出かける先ができる・交流 

役割と出番ができる 

お互い様の生活支援で 

支え‣支えられる 

生きがいが持てる 

いつでも相談できる 

分野を問わない包括 
的な相談ができる 

自宅に来てもらう 

通いと泊りサービスが
受けられる 

住み替えができる 

自立と尊厳が 
大切にされる 

安心ケアシステム    +   安心支援システム    +     街の縁側  

多様な社会資源・セーフティネット 

 

地域で暮らす  

すべての人 

地域の人が生き生きと社会参加することを 

応援し、相談・支援の機能を持つ居場所 

 

住民主体のやりたいことの実現を通じ 

地域の支えあいを応援する 

 

介護サービスなどの 

利用契約対象者を支援する 

 

▲千成お買い物バス（佐倉） ▲子育てサロン（八街） 

安心システム 

街の縁側とは 

＜活動例＞ 
 

街ねっとのＨＰにも拠点

活動の様子が詳しく掲

載されています。 

 

安心システム・街の縁側推進室の HPはこちら 

https://www.ccmachinet.com/ansin-suisinsitu 

推進室の役割は、「安心システム・街の縁側」の取り組みを 

地域にひろげる後方支援！ 
 

買物バスの運行、子ども食堂、ケアラーズカフェ、サロンなど…

2019年度は 659回の企画に延べ 8002人が参加しました。自粛

や感染への不安によるストレスが、人々の心身の健康へ深刻な影

響を及ぼしています。拠点では感染予防のガイドラインを作成し活

動の見直しや工夫をして運営しています。 

 

 

「安心システム」は地域住民や団体と

連携して、誰もが安心安全に暮らせる

よう支えあうためのシステムです。 

 

生活クラブ千葉グループ※協議会の目的は、お互いの事業・活

動を通じた地域貢献とその総合力で、住みやすい地域社会の

実現のため、社会問題の解決と地域社会の再生に寄与するこ

とです。各団体には確かな実績とネットワークが構築されてお

り、有用な社会資源になっています。グループの総合力で安心

システムや街の縁側の創出に取り組むことは、地域共生社会

づくりの推進に大きく寄与することになると考えています。 
 

※生活クラブ千葉グループ…生活クラブ虹の街・せっけんの街・ワーカーズコレクティブ 

千葉県連合会・コミュニティケア街ねっと・EARTHIAN・生活クラブ風の村・ 

NPO クラブ・はぐくみの杜を支える会・ユニバーサル就労ネットワークちば 

（通称含む） 

街ねっとの事業は、生活支援サービス、成年後見支援、

生活困窮者支援、社会参加支援、子育ち・子育て支援な

ど多岐にわたります。活動拠点には相談、コーディネート

機能があり、困りごとの予防、早期発見、地域交流の視

点を持って取り組んでいます。これまでの実績とスキル

やネットワークをふまえて、街ねっとに推進室の運営が委

託されました。 

2020年度 推進室始動！ 

推進室はコロナ禍の中でのスタートとなり、各拠点の活動

は思い通りに進められないのが現状です。そのような中で

各拠点を訪問し、会議に参加することで現状・課題を聞き

とりました。 

拠点訪問で現状と課題を把握 

新しい活動を推進するためにリーフレットを作成し、目的や

基本スタイル、運営方法などをまとめた『安心システム・街

の縁側ガイドラインの改訂版』を策定しました。 

また、ホームページを開設し、広報紙(年２回)を発行する

ことで、常に現場からの意見や伝えたいことを意識的に取

り上げてきました。 

 

▾リーフレット 
広報ツールの充実 

広報紙▶   

▲ガイドライン 

地域の人々を担い手に迎えるコミュニティデザインチーム

会議に参加しています。柏では、声を聴くためのヒヤリング

の対象を検討中に、学習支援の場を探している方との出会

いがあり、協働で実現することになりました。協力者も増え

つつあり、安心システムが地域住民の思いを実現する具体

的な取り組みになりそうです。拠点の安心コーディネーター

を支えながら５月の開校を楽しみにしています。 
 
※コミュニティデザイン…人をつなぎ、コミュニティを作り出すための方法をデザ 

インし、新たなコミュニティを生み出し、既存のコミュニティを活性化する。 

コミュニティデザイン※との連携 

生活困窮やコロナ禍で影響を大きく受けている子どもたち

への支援が必要と考え、子ども食堂からフードパントリー

に形を変えて実践した成果を他の拠点でも提案しました。 

別の拠点での取り組みが始まっています。モデルになっ

た子ども食堂は５年目を迎え、地域の子ども食堂とネット

ワークをつくり、寄付やボランティアの広がり、学校との連

携も実現しています。集まってくるスタッフたちも元気をも

らっている現状はまさに、地域共生社会への一歩を踏み

出しているかのようです。事例を大切に受け止め、共有

し、伝えたことで、実践が広がりました。 

 

事例紹介：フードパントリーの広がりを推進 

     (八街)                （船橋） 

▲推進室の提案で実現したフードパントリーに、共に取り組んでいます。 

千葉グループで取り組む意義 街ねっとに期待されていること 

地域課題やニーズを 

ヒアリング 

ワークショップで 

仲間と活動作り 

 

▲コミュニティデザインの流れ 

住民主体の活動を創出、自分たちで継続・改善 


